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ヒ ト自血 病及 び 悪 性 リ ン パ 腫由来長期培養細

胞株の 細胞化学的研究 （V ） B リン パ 球系列
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ーぜ活性の意義
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　白血病 ・悪性 リ ン パ 腫 に関す る研究 の 近 年

の進展は p 免疫細胞学的手法 に多 くよ る もの

とされ て は い るが，酵素組織化学的手法 もそ

の 重要性を失な っ て は い ない ． B リ ン パ 球 は

リ ンパ 幹細胞か ら， B前駆 細胞，　 B リ ン パ 球

を経 て 最終 的に形 質細胞 尹 抗体分泌細胞へ と

分化す る こ とが知 られ て い る．找々
．
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パ 球系列 の 各分化段階 に 相当 した 免疫学的表

現型 を有す る ヒ ト由来長期培養細胞株 を文豫

に そ の 酵素学的プ ロ フ ィ ル を検討 した．

　細胞株は ， 斡縞胞 2 株， B 前駆細胞 劉朱

臼【血病 ，
悪 性 リ ン パ 腫由来 9 株，　トラ ン ス フ

ォ
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ム 芽球株 4株を含む B 細胞株 13株，　骨

髄腫細胞株を含 む 抗体産生株 4 株で あ る．酵

素活性は エ ス テ ラ…ゼ， フ オ ス フ ァ ：ダ
ー・ゼ鬻：

を中心 と して 検索 した．
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般に低分化段 鱈の 細胞群は低 酵素活性 を

示 した．酸性 フ オ ス フ ァ タ
ーゼ活惟は ， 成熟

B 細胞，坑体産生細胞株 で
， 高低 の 2群 に 分

別 しえた，後者 の 群 で は胞体内抗体 の 出現 率

と酵素活性の 高 さ が平行 した．抗体産 生 の 低

い ARH77 株を発癌プ ロ モ
ー

タ処 理をすると，

成熟形質細胞 の 出現 と高酸性 フ オ ス フ ァ タ
ー

ぜ活性陽性細胞 の 出現 をみた．両者 の 活 性化

の 平行 を示 唆す る もの で あ っ た．
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